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道路舗装復旧構造図

（Ｒ７．９．１～）

〇 既設舗装厚が左記規定よりも厚い場合は、既設と同等で舗装すること。

〇 本復旧後、掘削部が沈下した場合は原因者により舗装を修繕すること。

〇 影響幅について

・ 舗装幅員が5.5m以上、または2車線道路の場合 ・・・ 影響範囲が舗装幅員の2分の1を超

える場合は全幅とし、2分の1を超えない場合は舗装幅員の半分を本復旧すること。

・ 舗装幅員が5.5m未満の場合 ・・・ 影響範囲から1.2m以内に舗装継ぎ目、路肩、構造物等

がある場合は、当該部分まで舗装復旧すること。 
・ ガス管、上水管並びに下水管等の各戸引込管が軒並みに埋設された場合、隣接する影響

幅端の距離が３ｍ未満のときは、その部分も影響範囲に含めるものとする。

〇 仮舗装について

・ 生活道路、路肩部は舗装厚3cm、交通量が多い路線、交通量が非常に多い路線は舗装厚

5cmとすること。

・ 仮舗装から本舗装までの期間は原則として1ヶ月以上確保し、かつ本復旧は3ヶ月以内に実

施すること。

・ 歩道部、路肩部、及び道路幅員が４ｍ未満である場合は、仮復旧を施さず、直ちに本復旧

することができるものとする。

Ｒ７．４．１ 笠松町建設課

生活道路及び路肩部 影響幅

30cm

表層 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ合材（13又は20mmtop） 5cm

路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(0～30又は40) 15cm

交通量が多い路線 影響幅

35cm

表層 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ合材（20mmtop） 5cm

上層路盤 粒調砕石（0～30） 10cm

下層路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（0〜30又は40） 20cm

若しくはTa≧ 13.1

交通量が非常に多い路線 影響幅

55cm

表層 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ合材（20mmtop） 5cm

上層路盤 瀝青安定処理（0～40） 10cm

粒調砕石（0～30） 10cm

下層路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（0～30又は40） 30cm

若しくはTa≧ 22.9

歩道（※乗り入れ部以外） 影響幅

30cm

表層 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ合材(13mmtop） 3cm

路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（0～30） 10cm

（※乗り入れ部は県指針に準ずる）

Ta（参考：舗装の構造に関する技術基準より）

Ｒ８．８．１ 一部改訂


